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要 旨 
 日本語教育の姿は時代とともに移り変わり、研修生や留学生に対する日本語教育だけで

なく、生活者としての日本語非母語話者に対する日本語教育の在り方が問題視されている。

日本の地域社会に深く関わり生活する者に対する日本語教育は、社会への参加を促し、生

活者自らが社会を形成していけるよう支援する必要が出てきた。 
そこで本研究では、生活者の主体的な社会参加に向けた日本語学習環境設計を試みる。

クラス設計者の教育観によって設計された環境で、どのような参加者が、どのような活動

に、どのような方法で参加するのか、クラス設計者の意図を交えて概観し、考察する。ク

ラス設計者の教育観によって、日本語学習環境での活動が社会づくりに向けたものとなる

か、クラスへ参加者の主体性、協働性、自律性という視点から考察していく。 
 設計された日本語学習環境では参加者から活動の提案が出されて行われていき、最も多

くの時間が費やされた中心的活動を例に挙げ、社会づくりに向けた環境であったか検証し

ていく。 
調査期間中のクラスでは、様々な活動が提案され、行われていく。いずれの活動におい

ても、参加者の主体性と自律性が重んじられ、参加者間の協働によって進められていく。

活動は、協働性が強く印象に残るものや参加者が創造的に表現できるものなどの特徴が見

られる。活動を通し、参加者はそれぞれの人間関係を構築していく。これは、人間関係構

築を社会づくりの基礎として考えるクラス設計者の考えによるものである。 
活動は、基本的にクラス設計者によるファシリテートによって進められていくが、調査

期間中、参加者が自ら主体性を放棄しようとする場面にも遭遇する。例えば一部の参加者

から「教師は答えを教えるべきだ」「クラス運営者が全て決定するべきだ」と要望が出た。

しかし、クラス設計者はそれら、いわゆるニーズに応えない。参加者が主体性を放棄して

は、社会づくりに向けた、参加者間の良好な人間関係構築に結びつかないからである。参

加者自らにとっての活動の意味を考えることの重要性が示唆された。 
クラス設計者は、以上のような社会づくりに向けた学習環境を設計し、様々な活動に実

際に参加していく中で、カウンセラーのような役割を感じるようになる。そこには参加者

のもつ言語学習観といった考えと、クラス設計者の教育観とのずれが生じているのである。

そのずれを埋めるために、クラス設計者は慎重に参加者と話し合いを始める。これが、社

会づくりに向けた日本語学習環境の試みへの第一歩となる。 
分析と考察から、一部の参加者の間で調査期間中に良好な関係を構築がなされた。クラ

ス設計者は、日本語を媒介とした日本語話者同士の良好な関係構築を目的のひとつとして

いたため、この限りで言えば、結果的に目的は達成された。しかしこれは、クラス設計者

によるものでは決してないと考えられる。それは、クラス設計者にできることが非常に限

られていることが大きな理由であろう。実際にクラス設計者が成し得る事は日本語学習環

境を設計したことのみである。参加者が社会づくりに向けて、その目的を達成する要因と

して、環境設計だけでは考えにくく、曖昧な言い方をすれば参加者、つまりその時々の状

況に拠るところが大きいのではないかとクラス設計者は考えるようになる。 
調査期間中に行われた活動全てが、社会づくりへ向けられていたと思われる。それは参

加者の主体性、協働性、自律性を重んじるクラス設計者の考えが実践化されたものである。

今後、さらに社会づくりに向けた実践研究を重ねていくことが重要である。 
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